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● NY原油先物価格（中心限月 日次平均） 単位：ドル/バレル

2026年後半、原油相場に上昇圧力がかかりやすい。

出所：Investing.comのデータをもとに筆者作成

中東情勢
2026年

悪化

・利上げ確率低下
・中東情勢再悪化
・OPECプラス協調減産継続
・米国原油在庫積上げ 需要増
・ホルムズ海峡通行コスト増



● 2026年下半期の原油相場の動向を占う重要な要素

10月 11月 12月7月 8月 9月

協調減産延長
→原油高

利上げ確率低下→株高→原油高

●米・イラン60日間
停戦協定

情勢再悪化→原油高

予防的利下げ観測→株高→原油高

●OPECプラス
閣僚会議

●米国
中間選挙

●原油相場下落の
好影響を享受

●OPECプラス
増産終了

情勢鎮静化
→原油安

増産→需給緩和→原油安

●米国の原油在庫
減少→需給ひっ迫→原油高

1月～

●ホルムズ海峡封鎖リスクの常態化
同リスク常態化→恒常的な輸送コスト増→原油高

積み上げ→需要増加→原油高

2026年後半、原油相場に上昇圧力がかかりやすい。

出所：各種資料をもとに筆者作成
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● タンカーの主な航路（イメージ）

アラスカ（米国）

北米

スエズ運河

バブ・エル・
マンデブ海峡

ユカタン
海峡（中米）

喜望峰
（アフリカ最南端）

マラッカ海峡

ホルムズ海峡

ジブラルタル
海峡（欧州）

パナマ運河

アラスカ（米国）

中東原油の多くはホルムズ、スエズ、バブ・エル・マンデブ海峡を通過

出所：各種資料より筆者作成 イラストはPIXTA
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● 米国の原油戦略備蓄（SPR） 単位：千バレル

4月以降、米国では記録的な原油戦略備蓄の取り崩しが起きている。

出所：米国エネルギー情報局のデータをもとに筆者作成
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● 主要産油国の財政収支均衡に必要な原油価格 単位：ドル/バレル

イラク
サウジアラビア

クウェート

UAE
2026年5月にOPEC脱退

カタール
2019年1月にOPEC脱退

OPECに加盟して協調減産を実施している国ほど、原油高を望んでいる。

出所：IMF（国際通貨基金）のデータをもとに筆者作成
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1月1日 1月31日 3月2日 4月1日 5月1日 5月31日 6月30日 7月30日

● NY原油先物価格（中心限月 日次平均） 単位：ドル/バレル

戦時下、90ドルを挟んだプラスマイナス20ドルのレンジ相場。

出所：Investing.comのデータをもとに筆者作成
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